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＜病棟連絡事項＞
・今週より5/20からのリノベーションに向けて物品の移動、居室変更を行っていきます。患者様へもミーティングでお知らせ済みですが、案内の用紙をホワイトボードへも掲示していきます。
・日にちは未定ですが病床数50床になります。（特室を多床室で利用、A
ユニット：14床　Bユニット：36床）

＜ベッドコントロール＞
・山下　佳奈様～本日へ北転出となっています。
・平　幸夫様～東病棟より転入となっています。
・澤田　昭久様～5/15北病棟へ移動の予定となっています。

＜患者様連絡事項＞
・岡沼　和久様～～朝・昼・夕パンへ変更となっています。

・飯岡　未来様～軽食→常食へ変更となっています。

・飯田　修子様～フルデカシン筋注5/16で処方、25㎎→50mgで増薬検討を依頼しています。ピコスルファートナトリウム内用液　1本代行処方しています。
・澤田　真理様～本人より洗剤がないと訴えありますが、次回お渡し5/21となっています。訴えあった際は決められた日にお渡しする事伝えていきましょう。やまばとスタッフより持参薬持って来て頂いています。鑑別依頼しています。
・西　和世様～ラクフィアの在庫が溜まっている為一旦止めとしています。
・山下　幸子様～GHココライフケア会議後に入所日を決めていく事となりました。ケア会議日は調整中です。
・田名部　幸子様～本日母様より荷物が届いていますがタオル類入っておらず架電していますが不在です。折り返しきたらタオルの依頼をお願いします。

＜要注目患者様ケース検討＞
・田名部　幸子様～切迫した様子なく頻回な更衣希望やその他訴えなく経過されています。更衣やタオルのお渡しは1日1回での対応を続けていきましょう。
・泉川　ケイ子様～日中は拒薬、拒食ありません。診察声掛けには不機嫌さなく診察室に来られています。引き続き拒薬時は服薬の促しをしていきましょう。
・飯田　修子様～日中は気分変動目立たず穏やかに過ごされています。フルデカシン筋注は前倒しでの実施は無いため、精神症状観察し、トラブル無いよう適宜介入していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・岡沼　和久様～中途覚醒継続して見られており酸化マグネシウム追加後も便秘継続してる事情報提供している。クエチアピン錠１００ｍｇ→200mgに増加アナフラニール錠２５ｍｇ夕食後→毎食後に追加酸化マグネシウム錠３３０ｍｇ昼・夕食後→毎食後に追加。その他処方変更無し。
・藤井　孝蔵様～被害妄想、易刺激性あり薬剤変更している。ヒルナミン、ラツーダ中止しロドピン25ｍｇ　7日分処方。膿尿続いている為、ダイフェン同内容で処方
・田端　香織様～確認行為、多飲水継続してみられておりスタッフ注意にも易怒的となる姿ややあった事、流延が著明に見られている事情報提供している。ヒベルナ糖衣錠２５ｍｇ 1Tvds中止。その他処方変更無し。
・安達　貴浩様～被害妄想から他者トラブルに発展している事や粗暴行為も見られる様になり頓服使用量増えてきた事情報提供している。診察時「パンにしたい」と希望あったが、薬を飲んで中性脂肪143ｍｇ／ｄｌの為あまりお勧めしないと説明うけている。処方変更無し
・武田　宜子様～診察中、月経不順である事話し主治医から薬剤の影響ではないと説明受けている。診察終了後、診察室へ戻り自分の状況を確認され今後について聞いている。主治医からは強迫症状が落ち着いたら退院を進めて行くと説明受けている。本人は北病棟への移動も考えており自宅へ退院後、一人暮らしもしたい事話されている。北病棟の件は空き次第でと説明受ける。臨時薬は本人希望により朝食後薬のルボックス25（25）1T→2Tへ変更となっている。

・小泉　裕子様～レントゲン拒否は継続しており夜間トイレ手洗い場で書き物が増えている事情報提供している。フル二トラゼパム中止、他処方変更はない。
＜皮膚科診察情報＞

・小田　沙也加様～両趾爪　混濁　肥厚　変形あり。爪白癬との事で　テルビナフィン外用液塗布の処置となる。
・田名部　幸子様～両前腕　針頭大の紅斑あり　丘疹(-)。急性皮膚炎であろうとの事で、デルモゾールDP軟膏塗布の処置となる。
・岡沼　和久様～両前腕　皮膚やや感想傾向にあり　ヘパリン類似物質クリーム塗布の処置となる。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・寺井　恵理子様～眩暈症状継続してみられており5月中の退院希望が聞かれている事情報提供している。主治医より血液検査問題はないが6/11至急採血終了後に退院調整していきたいと提案あり、同意している。処方変更無し。服薬自己管理同意書サイン頂いている。
＜転入患者様情報＞
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患者様氏名 平 幸夫  　様  担当主治医　：　馬渡　晃弘

 

なし

入院年月日 令和6年3月8日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　妄想性障害

 身体合併症　：　高血圧症、左頚部内径動脈狭窄症　ステント術

後、大腸癌手術後

備考

【緊急時】当院

【CS】A-持参

※下着のみ家族洗濯

【感染症】なし

【義歯】なし

【アレルギー】エビ禁

【ワクチン】インフル・コロナ接種未

【売店】無制限

【貴重品】なし

※妹様が通帳、クレジットカード等預かり

最終排便（R6年5月13日）

精神症状 妄想言動

問題行動 なし

処遇制限 なし

自立　　DM23単位　エビアレルギーあり禁止

 

最終入浴日（R6年5月9日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

東八戸病院への転院

現在の処置 なし

ADL


